
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
トップリンク及びロワーリンクを介して昇降自在に装設する植付部に、左右の筋引マーカ
を起伏自在に備 本機フレームとロワーリンクの相対位置の変化でもって、

たことを特徴とする田植機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は苗載台及び植付爪を備えて連続的に苗植作業を行う田植機に関する。
【０００２】
【発明が解決しようとする課題】
　従来、トップリンク及びロワーリンクを介して走行車に植付部を昇降自在に装設する田
植機の左右筋引マーカの自動引上げにおいては、前記リンクとリンクに取付けるヒッチと
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え、 マーカ引上
ワイヤを介し左右の筋引マーカを起立させるマーカ引上アームを設けると共に、該引上ア
ームの支点をロワーリンクに設け、マーカ引上アームと本機フレームとを長さ調節自在な
ワイヤで連結させ、マーカ引上アームの支点を中心とした倒伏側への回動を規制するマー
カロック部材を設けた田植機において、ロワ―リンクに固定するリンクフレームに支点軸
を介してマーカロック部材を回転自在に取付けると共に、前記支点軸は、マーカロック部
材とマーカ引上アームを係合させたとき、マーカ引上アームの倒伏方向延長線上に配置さ
せ、サイドマーカが倒れようとする力を支点軸を押す方向の力として支点軸に作用させて
、マーカロック部材とマーカ引上アームを係合保持させ



の相対位置の変化に基づいて行われているが、リンク長さの変更でピッチング制御が行わ
れる構造の場合、これらリンクとヒッチの相対位置も変化して、引上げでの調節が困難と
なる不都合がある。
【０００３】
【課題を解決するための手段】
　然るに、本発明は、トップリンク及びロワーリンクを介して昇降自在に装設する植付部
に、左右の筋引マーカを起伏自在に備 本機フレームとロワーリンクの相対位置の変化
でもって、

適正な筋引マーカの引上げを可能と

る
ものである。
【０００４】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の実施例を図面に基づいて詳述する。図１は左右サイドマーカの引上げ部
の側面説明図、図２は乗用田植機の側面図、図３は同平面図を示し、図中（１）は作業者
が搭乗する走行車であり、エンジン（２）を車体フレーム（３）前部上方に搭載させ、ミ
ッションケース（４）前方にフロントアクスルケース（５）を介して水田走行用前輪（６
）を支持させると共に、前記ギヤ変速ケース（４）の後部にリヤアクスルケース（７）を
連設し、前記リヤアクスルケース（７）に水田走行用後輪（８）を支持させる。そして前
記エンジン（２）等を覆うボンネット（９）両側に予備苗載台（１０）を取付けると共に
、乗降ステップ（１１）を介して作業者が搭乗する車体カバー（１２）によって前記ミッ
ションケース（４）等を覆い、前記車体カバー（１２）上部に運転席（１３）を取付け、
その運転席（１３）の前方で前記ボンネット（９）後部に操向ハンドル（１４）を設ける
。
【０００５】
　また、図中（１５）は１０条植え用の苗載台（１６）並びに植付爪（１７）などを具備
する植付部であり、前高後低の合成樹脂製の前傾式苗載台（１６）を下部レール（１８）
及びガイドレール（１９）を介して植付ケース（２０）に左右往復摺動自在に支持させる
と共に、一方向に等速回転させるロータリケース（２１）を前記植付ケース（２０）に支
持させ、該ケース（２１）の回転軸芯を中心に対称位置に一対の爪ケース（２２）（２２
）を配設し、その爪ケース（２２）（２２）先端に植付爪（１７）（１７）を取付ける。
また前記植付ケース（２０）の前側にヒッチ台（２３）を設け、該ヒッチ台（２３）をヒ
ッチ機構（２４）に連結させ、トップリンク（２５）及びロワーリンク（２６）を含むリ
ンク機構（２７）後部にヒッチ機構（２４）を取付け、走行車（１）後側にリンク機構（
２７）を介して植付部（１５）を連結させ、前記リンク機構（２７）を介して植付部（１
５）を昇降させる昇降シリンダ（２８）をロワーリンク（２６）に連結させ、前記前後輪
（６）（８）を走行駆動して移動すると同時に、左右に往復摺動させる苗載台（１６）か
ら一株分の苗を植付爪（１７）によって取出し、連続的に苗植え作業を行うように構成す
る。
【０００６】
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え、
マーカ引上ワイヤを介し左右の筋引マーカを起立させるマーカ引上アームを設

けると共に、該引上アームの支点をロワーリンクに設け、マーカ引上アームと本機フレー
ムとを長さ調節自在なワイヤで連結させ、マーカ引上アームの支点を中心とした倒伏側へ
の回動を規制するマーカロック部材を設けた田植機において、ロワ―リンクに固定するリ
ンクフレームに支点軸を介してマーカロック部材を回転自在に取付けると共に、前記支点
軸は、マーカロック部材とマーカ引上アームを係合させたとき、マーカ引上アームの倒伏
方向延長線上に配置させ、サイドマーカが倒れようとする力を支点軸を押す方向の力とし
て支点軸に作用させて、マーカロック部材とマーカ引上アームを係合保持させたもので、

し、植付部の上げ動作を正確に検出して筋引マーカを
確実に自動収納可能とし、植付部の下げ動作時には筋引マーカの収納を良好に保った下降
を可能とし、簡単な構成手段のもので筋引マーカの確実な収納保持を図り、特にマーカ引
上アームの倒伏側回動方向にマーカロック部材の支点軸を配置させて、筋引マーカの倒れ
ようとする力を支点軸の押す方向の力として受けて、マーカを確実に収納位置で固定す



　また、図中（２９）は走行変速レバー、（３０）は植付昇降兼作業走行変速用副変速レ
バー、（３１）は植付け感度調節レバー、（３２）は主クラッチペダル、（３３）（３３
）は左右ブレーキペダル、（３４）は２条分均平用センターフロート、（３５）は２条分
均平用サイドフロート、（３６）は１０条用の側条施肥機である。
【０００７】
　さらに、前記運転席（１３）両側の車体カバー（１２）両側に左右補助デッキ（３７）
（３７）を固定させ、該デッキ（３７）（３７）前部に前記乗降ステップ（１１）（１１
）を固定させ、前記補助デッキ（３７）（３７）後部の機外側に左右サイドデッキ（３８
）（３８）を起伏自在かつ脱着自在に連結させると共に、６条用の中央施肥部（３９）と
、各２条用の左右施肥部（４０）（４０）とに、前記施肥機（３６）を分割して構成し、
右施肥部（４０）機外側に送肥ブロワ（４１）を配設させ、運転席（１３）両側にレバー
（２９）（３０）（３１）取付け位置を隔てて左右施肥部（４０）（４０）を収納する一
方、６条分の中央苗台（４２）と各２条分の左右苗台（４３）（４３）とに苗載台（１６
）を分割して形成し、苗台支点軸（４４）（４４）回りに左右苗台（４３）（４３）を上
昇させて中央苗台（４２）上側に折畳み収納させ、また２条分の植付爪（１７）…及びフ
ロート（３５）を備える左右植付ケース（２０）（２０）を中央苗台（４２）後側に略４
５度傾斜のケース支点軸（４５）回りに回動させて折畳み収納させるように構成している
。
【０００８】
　さらに、図４乃至図７に示す如く、前記の左右一対の車体フレーム（３）（３）後端部
上側に正面視門形のヒッチフレーム（４６）を固定させ、前低後高に傾斜させて後端部を
ヒッチフレーム（４６）中間に固定させる左右一対のサブフレーム（４７）（４７）の間
に前記昇降シリンダ（２８）を取付けると共に、車体フレーム（３）後端部に支軸（４８
）を介して前記ロワーリンク（２６）前部を回転自在に取付け、またヒッチフレーム（４
６）中間のブラケット（４９）に支軸（５０）を介してトップリンク（２５）前部を回転
自在に取付けるもので、前記ロワーリンク（２６）前端部の本機支持部に基板（５１）を
立設させ、基板（５１）上端とロワーリンク（２６）間にリンクフレーム（５２）を側面
視三角形に連結させて固定させ、前記三角形頂角の基板（５１）とリンクフレーム（５２
）の連結固定部にピン（５３）を介して昇降シリンダ（２８）のピストンロッド（２８ａ
）を連結させている。
【０００９】
　さらに、図４、図５、図８乃至図１０に示す如く、前記ロワーリンク（２６）の後端二
叉部間に支軸（５４）を介して前ヒッチ（５５）下端部を連結させ、前ヒッチ（５５）の
上下長さ中間に貫通させる支軸（５６）両端部にトップリンク（２５）後端二叉部を連結
させると共に、前ヒッチ（５５）下端部に受筒（５７）を一体固定させ、ローリング支点
軸（５８）の前半部を受筒（５７）に軸受ベアリング（５９）を介して回転自在に軸支さ
せる一方、後ヒッチ（６０）の下端部に受筒（６１）を一体固定させ、該受筒（６１）に
ローリング支点軸（５８）の後半部を貫挿固定させる。
【００１０】
　また、図８にも示す如く、前ヒッチ（５５）上端部に受枠（６２）を介して油圧ローリ
ングシリンダ（６３）を取付け、後ヒッチ（６０）上端部で一側に突出させる受フレーム
（６４）にローリングシリンダ（６３）のピストン（６５）先端を連結させ、ピストン（
６５）の進退動作制御によってローリング支点軸（５８）回りに後ヒッチ（６０）を左右
に揺動させると共に、後ヒッチ（６０）下端部にクイックヒッチピン（６６）を固定させ
、後ヒッチ（６０）上端部に上向き凹形のクイックヒッチフック（６７）を固定させるも
ので、前記植付部（１５）の中央植付ケース（２０）前面部にブラケット（６８）を介し
てヒッチ台（６９）下端部を固定させ、前向き凹形ノッチ（７０）を有するノッチ板（７
１）をヒッチ台（６９）下端部前面に固定させ、またヒッチ台（６９）上端部にヒッチ軸
（７２）を横架させ、前記クイックヒッチピン（６６）にノッチ（７０）を後方から嵌合
させ、前記クイックヒッチフック（６７）にヒッチ軸（７２）を上方から嵌合させ、後ヒ
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ッチ（６０）にヒッチ台（６９）を着脱自在に連結させ、前記ローリング支点軸（５８）
回りにローリング自在に植付部（１５）を取付け、ローリングシリンダ（６３）制御によ
り植付部（１５）の左右傾斜調節を行うと共に、前記車体フレーム（３）後部と植付ケー
ス（２０）の間に植付ＰＴＯ軸（７３）を着脱自在に架設し、ミッションケース（４）の
植付駆動力を植付ケース（２０）にＰＴＯ軸（７３）を介して伝えるように構成している
。
【００１１】
　また、図９、図１０に示す如く、前記ヒッチ台（６９）に支軸（７４）を介してロック
ボルト（７５）基端を回転自在に連結させると共に、前記クイックヒッチピン（６６）に
一対二組のロック板（７６）…を固定させ、一対のロック板（７６）（７６）間に上方か
らロックボルト（７５）先端部を挿入させ、ロックボルト（７５）先端のナット（７７）
をロック板（７６）前面に螺着当接させ、ナット（７７）の締付け固定によってクイック
ヒッチピン（６６）とノッチ（７０）を嵌合固定させ、後ヒッチ（６０）にヒッチ台（６
９）を一体固定させて衝撃などによるヒッチ台（６９）の機械振動を防ぐように構成して
いる。
【００１２】
　さらに、前記支軸（５０）に前端側を連結させるパイプ形前フレーム（７８）と、前記
の前ヒッチ（５５）に中間を貫挿させた支軸（５６）両端に連結させる左右一対の平板形
後フレーム（７９）（７９）と、後フレーム（７９）前端部に固定させるモータベース（
８０）と、該モータベース（８０）に取付ける電動ピッチングモータ（８１）と、該モー
タ（８１）の出力軸（８２）に固定させるネジ軸（８３）を、前記トップリンク（２５）
に備える。そして、前記ネジ軸（８３）先端をナット体（８４）に螺着挿入させ、前フレ
ーム（７８）後部内孔にナット体（８４）前部を着脱自在にインロー嵌合させ、前フレー
ム（７８）後部のフランジ（８５）とナット体（８４）前部のフランジ（８６）を着脱自
在にボルト（８７）止め固定させ、前記ピッチングモータ（８１）制御によりネジ軸（８
３）を正逆転させてトップリンク（２５）前後長を変更し、前後ヒッチ（５５）（６０）
及びヒッチ台（６９）及び植付部（１５）を前後に傾斜させ、植付部（１５）の前後傾斜
角調節によってフロート（３４）（３５）の接地姿勢を修正すると共に、モータベース（
８０）にセンサフレーム（８８）を連設させ、ポテンショメータ形伸縮センサ（８９）を
フレーム（８８）に取付け、該センサ（８９）によってトップリンク（２５）長さを検出
させるように構成している。
【００１３】
　また、後フレーム（７９）（７９）左右外側に軸体（９０）を介して左右バネ座（９１
）（９１）を固定させ、左右バネ座（９１）（９１）にテンション調節ボルト（９２）（
９２）を介して左右リンクバネ（９３）（９３）後端を連結させると共に、前記支軸（５
０）両端部に左右リンクバネ（９３）（９３）前端を連結させ、側面視で各支軸（５０）
（５６）を結ぶ直線上にリンクバネ（９３）を張設させ、植付部（１５）重量に抗してト
ップリンク（２５）を縮少させるモータ（８１）負荷をリンクバネ（９３）のトップリン
ク（２５）縮少方向の縮少力によって低減させるように構成している。さらに、前記モー
タベース（８０）両側と支軸（５６）両端部の間に連結させる左右の後フレーム（７９）
（７９）を前後方向に略一直線上で延設させ、各フレーム（７９）（７９）を略平行に延
長させて植付部（１５）支持強度を確保するように構成している。
【００１４】
　さらに、図５、図６に示す如く、前記ロワーリンク（２６）前部側面に支点である支点
軸（９４）を介して起立手段である引上アーム（９５）（９６）を回転自在に軸支させ、
長さ調節自在な可撓性アジャストワイヤ（９７）を介して引上アーム（９５）を車体フレ
ーム（３）後部に連結させ、植付部（１５）両側の筋引マーカである左右サイドマーカ（
９８）に引上ワイヤ（１００）を介して引上アーム（９６）を連結させ、図１に示す如く
ロワーリンク（２６）の上昇によって引上ワイヤ（１００）が引張られてサイドマーカ（
９８）を上昇させると共に、前記リンクフレーム（５２）側面に支軸（１０１）を介して
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ロック部材であるロックアーム（１０２）を回転自在に取付け、支軸（１０１）を介して
ロックアーム（１０２）に解除アーム（１０３）を固定させ、解除アーム（１０３）に解
除ワイヤ（１０４）を連結させ、図１８に示す如く、副変速レバー（３０）のレバーガイ
ド（１０５）の左右マーカ切換位置（１０５ａ）での左右切換操作により解除ワイヤ（１
０４）を引張り、ロワーリンク（２６）上昇により引上アーム（９６）の係合軸体（１０
６）がサイドマーカ引上げ位置に係止されているロックアーム（１０２）を解除動作させ
、左右いずれか一方の解除操作されたサイドマーカ（９８）を接地させ、次工程圃場面に
次工程植付け軌跡を描かせるもので、植付部（１５）上昇動作によって車体フレーム（３
）とロワーリンク（２６）の相対位置を変化させてサイドマーカを自動的に上昇させ、ロ
ックアーム（１０２）に軸体（１０６）を係合させてサイドマーカ（９８）を上昇維持す
る一方、前記レバー（３０）の植付部（１５）下降操作後のサイドマーカ選択操作によっ
て左右いずれかのロックアーム（１０２）を解除動作させてサイドマーカ（９８）を下降
着地させるように構成している。
【００１５】
　またこの場合、前記ロックアーム（１０２）の支軸（１０１）は、ロックアーム（１０
２）と軸体（１０６）の係合時、支点軸（９４）を中心としたロックアーム（１０２）の
倒伏方向延長線上に配置させ、サイドマーカ（９８）が倒れようとする力を支軸（１０１
）を押す方向の力として支軸（１０１）に作用させて、シンプル形状のロックアーム（１
０２）と軸体（１０６）とで確実な係合保持を図るように構成している。
【００１６】
　図１４乃至図１７に示す如く、前記苗載台（１６）の苗取出板（１０７）の最外側部を
ガードするサイドバンパー（１０８）に左右サイドマーカ（９８）を起伏自在に設けるも
ので、左右最外側の２条分の植付ケース（２０）を伝動パイプ（１０９）の左右略中間で
分割させ、前記支点軸（４５）を中心として固定側の植付ケース（２０）の後方に略対称
に折畳むと共に、固定側の伝動パイプ（１０９）に立設させる苗台支持シュー（１１０）
用の支柱（１１１）基端に、前記サイドバンパー（１０８）の基端フレーム（１１２）を
固設させ、このフレーム（１１２）先端に回動支点軸（１１３）及び位置規制ピン（１１
４）を介してサイドバンパー（１０８）を折畳み自在に連結させている。そして前記サイ
ドバンパー（１０８）の先端側にマーカ本体部である支持杆（１１５）を介しサイドマー
カ（９８）を折畳み自在に連結させるもので、支持杆（１１５）基端の起伏板（１１６）
を回動支点軸（１１７）を介し回動自在にサイドバンパー（１０８）に、またサイドマー
カ（９８）基端のマーカ取付板（１１８）を回動軸（１１９）を介し回動自在に前記支持
杆（１１５）先端に連結させると共に、前記取付板（１１８）に固設する回動アーム（１
２０）とサイドバンパー（１０８）の固定片（１２１）間にマーカ屈折手段であるマーカ
屈折リンク（１２２）を介設し、リンク（１２２）の上部取付点と回動軸（１１９）の距
離（Ｌ２）より、リンク（１２２）の下部取付点と支点軸（１１７）の距離（Ｌ１）より
大（Ｌ１＞Ｌ２）に形成して、支持杆（１１５）の起立動作時にはサイドマーカ（９８）
を支持杆（１１５）の起立方向とは逆方向に、また支持杆（１１５）の回動角度（θ１）
よりサイドマーカ（９８）の回動角度（θ２）を大に折畳みして、収納時サイドマーカ（
９８）の先端部が側方に大きく突出するのを解消させるように構成している。なお前記支
柱（１１１）上端の取付板（１２３）に収納状態の支持杆（１１５）に係合保持させるマ
ーカ収納保持具（１２４）を設けている。
【００１７】
【発明の効果】
　以上実施例から明らかなように本発明は、トップリンク（２５）及びロワーリンク（２
６）を介して昇降自在に装設する植付部（１５）に、左右の筋引マーカ（９８）を起伏自
在に備 本機フレーム（３）とロワーリンク（２６）の相対位置の変化でもって、

左右の筋引
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え、 マー
カ引上ワイヤ（１００）を介し マーカ（９８）を起立させるマーカ引上アーム
（９６）を設けると共に、該引上アーム（９６）の支点（９４）をロワーリンク（２６）
に設け、マーカ引上アーム（９６）と本機フレーム（３）とを長さ調節自在なワイヤ（９



適正な筋引マーカ（９８）の引上げを可能
と

ることができるもの
である。
【図面の簡単な説明】
【図１】左右サイドマーカの引上げ部の側面説明図である。
【図２】田植機の全体側面図である。
【図３】同平面図である。
【図４】リンク機構の側面図である。
【図５】同平面説明図である。
【図６】リンク機構前部の側面図である。
【図７】同平面図である。
【図８】リンク機構後部の側面図である。
【図９】同部分側面図である。
【図１０】リンク機構後部の正面説明図である。
【図１１】トップリンクの平面図である。
【図１２】同拡大側面図である。
【図１３】左右サイドマーカの引上げ部の側面説明図である。
【図１４】植付部の折畳み説明図である。
【図１５】サイドバンパ部の正面説明図である。
【図１６】サイドマーカ部の正面説明図である。
【図１７】サイドマーカ部の折畳み説明図である。
【図１８】副変速レバー部の平面説明図である。
【符号の説明】
（１５）植付部
（２５）トップリンク
（２６）ロワーリンク
（３）フレーム
（９４）支点軸（支点）
（９５）（９６）マーカ引上アーム
（９７）ワイヤ
（１００）マーカ引上ワイヤ
（１０１）支軸（支点軸）
（１０２）ロックアーム（ロック部材）
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７）で連結させ、マーカ引上アーム（９６）の支点（９４）を中心とした倒伏側への回動
を規制するマーカロック部材（１０２）を設けた田植機において、ロワ―リンク（２６）
に固定するリンクフレーム（５２）に支点軸（１０１）を介してマーカロック部材（１０
２）を回転自在に取付けると共に、前記支点軸（１０１）は、マーカロック部材（１０２
）とマーカ引上アーム（９６）を係合させたとき、マーカ引上アーム（９６）の倒伏方向
延長線上に配置させ、サイドマーカ（９８）が倒れようとする力を支点軸（１０１）を押
す方向の力として支点軸（１０１）に作用させて、マーカロック部材（１０２）とマーカ
引上アーム（９６）を係合保持させたもので、

し、植付部（１５）の上げ動作を正確に検出して筋引マーカ（９８）を確実に自動収納
可能とし、植付部（１５）の下げ動作時には筋引マーカ（９８）の収納を良好に保った下
降を可能とし、簡単な構成手段のもので筋引マーカ（９８）の確実な収納保持を図り、特
にマーカ引上アーム（９６）の倒伏側回動方向にマーカロック部材（１０２）の支点軸（
１０１）を配置させて、筋引マーカ（９８）の倒れようとする力を支点軸（１０１）の押
す方向の力として受けて、マーカ（９８）を確実に収納位置で固定す



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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